
情報化施工データ活用検討ＰＴ
（３次元データの流通手法検討）

企画部 技術管理課

設計施工見直しＷＧ
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「 ３次元データの流通手法検討会 」設立経緯と試行の取組

● 情報化施工推進戦略では
３次元データを作成し、施工者に提供することが方針

【 対応 】 H24 「 ３次元データの流通手法検討会【幹事：中央復建コンサルタンツ（株）】」を設立し、
作成と流通のルール（案）の設定検討

2

【 検証試行 】 H25設計から施工へのデータ流通に関するルール（案）の試行

● Ｈ２３に設計段階で
３次元データを作成し、施工に活用したが不具合が発生

（不具合事例；データ読み込み不可、施工計画にあわせたデータ加工が必要）
【 課題 】 設計段階における３次元データの作成と流通に関する取り決めが不明確



設計から施工へのデータ流通に関するルール（案）設計から施工へのデータ流通に関するルール（案）

目 次

１．ルール設定の目的

２．設計段階で作成するデータ

３．データの流通方法

４．中心線形データの作成方法

５．横断形状データの作成方法

６．今後の展開

７．巻末資料（参考）

・ ソフトウェア一覧表

・データチェックシートなど

データ流通に関するルール（案）
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横断形状データ横断形状データ

中心線形データ中心線形データ

■中部地方整備局の試行工事の概要

若築建設㈱
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工期（当初工期）工事名（業務名）

平成25年名四国道事
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平成２５年度 ２３号蒲郡ＢＰ清田東地区道路建設工事道路２

平成25年

発注時期

木曽川上流
河川事務所

平成２５年度 伊自良川一日市場高水護岸工事河川１

事務所事業区分

試行概要

道路・河川各１工事において3次元データ流通ルール（案）を試行し、のアンケー

トを実施。

平成２５年度 ２３号蒲郡ＢＰ清田東地区道路建設工事

平成２５年度 伊自良川一日市場高水護岸工事

【アンケート設問抜粋】
６．「設計から施工へのデータ流通に関するルール（案）」（以下「ルール案」）を試行した結果の全般的な
感想をお聞かせ下さい。 （負担の程度、苦労したこと、良かったこと、その他）
７．「中心線形データの作成方法」に関して効果と課題（例：データ作成手順の課題 ）
８．「横断形状データの作成方法」に関して効果と課題



【効果】
◆中⼼線形データの施⼯者への流通（提供）は、
施⼯者側の作業軽減に寄与。
◆チェックシートは⼊⼒漏れの防⽌に効果。

【機能上の課題】
◆横断SIMAデータを出⼒するには、ＣＡＤソフト
に機能が未整備のため⼿間が掛かる。また、使
⽤時にも横断図との整合作業が必要となるため、
⼿間が掛かる。

◆正確な横断データの流通（提供）には、横断
SIMAデータでは情報不⾜（道路・河川⼟⼯区別、
表層、基層等構築形状や法⾯、⼩段など属性情
報等）
→ 他形式のデータ交換が要検討

データ流通ルール（案）試行に関するまとめ

横断形状データ横断形状データ

中心線形データ中心線形データ

【運⽤上の課題】
◆設計段階のデータは⼯事段階の完成断⾯形状
と⼀致しない場合、施⼯者によるデータ修正
が発⽣。→ どの段階での（いつ、だれが）
データ作成が適切か要検討

データ流通ルール（案）試行に関するまとめ



◆横断SIMAデータ作成作業の負担軽減検討

◆正確な横断データ流通のためのデータ交換

形式の検討

◆データ作成段階 （いつ、だれが）が適切か

今後の検討方針（案）
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情報化施工データ活用検討PT
（情報共有システム効果の状況報告）

企画部 技術管理課

設計施工見直しＷＧ
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（１）全土木工事への導入（試行状況）

Ｈ２５ 情報共有システム（ASP）の全工事導入

（２）ASP機能の活用状況での課題

約７００件
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3%
6%

8%

1%

1%
17%

3% 4%

57%

スケジュール

確認立会願

共通文書

掲示板

材料確認願

施行計画書

打合せ簿

段階確認願

履行報告書

・Ｈ２５で約８０％の工事での導入となっている。

（2013.10末資料）

ASP利用状況から、スケ

ジュール管理機能へのア

クセス回数が最多約60％

である一方、決済機能関

連のワークフロー機能の

利用率が低い状態である。



Ｈ２５ 情報共有システム（ASP）の全工事導入

（３）全土木工事導入時の課題解消（データ連携）について

目指すべき姿
ＡＳＰ 1対N

発注者 受注者 ａ
（ 現場 ）

ＡＳＰ 間の
データ連携

受注者 ｂ
（ 現場 ）

ＡＳＰが変更
になった場合
（データ移管）

現行
ASP 1対1

発注者 受注者

受発注者が異なる情報共有システム（ＡＳＰ）を使用している場合
においても、ＡＳＰシステムを統一することなく、異なるＡＳＰ同士で
情報のやり取りを可能とすべきである。（Ｈ２５．３）

ASP
システムB

ASP
システムＡ

ASP
システムＡ

ASP
システムＣ

受注者ｂ
の

ASP

今後の課題と予定

（短期的課題）
・ＡＳＰ導入件数の拡大
・ASPの搭載機能の利活用の推進

（ワークフロー機能等の有効活用）

（中期的課題）
・データ連携機能を装備した情報共有システム※

を試行導入の上活用を予定

※平成２６年度以降を予定



調査・設計・維持管理段階ICT導入

技術検討ＰＴ
（ＣＩＭの試行実施の情報提供）

企画部 技術管理課

建設マネジメント研究ＷＧ

1

BIMのイメージ



測量・地盤調査

基本計画・道路計画
設計図書・積算

構造物計画・設計

情報化施⼯

シミュレーション・合意形成

維持管理

構造計算・解析

CIM
モデル

CIM（Construction Information Modeling）とは？

【試行事例 中部地方整備局 名四国道事務所】
平成24年度155号豊田南ＢＰ横山地区道路詳細設計業務

３次元地形データ（終点から起点方向を望む）３次元地形データ（終点から起点方向を望む）

３次元モデル（起点から終点方向を望む）３次元モデル（起点から終点方向を望む） 属性情報の連携属性情報の連携

函渠工配筋モデル函渠工配筋モデル

至

終
点
（国
道
１
５
５
号
）

至

終
点
（国
道
１
５
５
号
）

至

起
点

至

起
点

（株）オリエンタルコンサルタンツ（株）オリエンタルコンサルタンツ

数量計算、配筋干渉チェック、
属性情報の付与等
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国道155号

豊田南バイパス

国道155号

河川

河
川



１７．試行効果と課題

試行業務での項目 効果や課題 備考

1 地形データ作成
（既存データ利用）

・国土地理院により提供される地形情報（5mメッシュ標高）を活用し

たが、道路詳細設計で必要な情報が不足した。

（路線測量成果により手動にてデータ作成を行った。）

公 開 デ ー
タ の 活 用
ルー

2
３次元データモデ
ルの作成（配筋干
渉等）

・立体交差点部の可視化による計画検証や橋台、擁壁、函渠等構造物
の近接箇所では、取り合い整合の確認に有効である。

・構造物の繋ぎ目など鉄筋が複雑に交差する部分では、事前の配筋干
渉のチェックに有効である。

3 属性情報作成

・自動積算や維持管理上、対象範囲や内容等どの情報を付加するべき
かを、明確にする必要がある。

属 性 情
報 設 定
の ル ー
ル

4 数量自動算出

・土量、延長関連の総数は、従来と比較しても精度に問題なく算出可能
であるが、数量算出根拠や積算ベースの細部の数量等の自動算出が
困難であり、ＣＩＭモデルのみでは数量の照査ができない。

ｿﾌﾄｳｴｱ
の課題

5 全 体

・平面、縦断、横断図が連動しているため、図面の確認チェックが短時
間で対応可能である）
・ＩＣ、ＪＣＴなどの施設の複雑な計画や立体交差部・擁壁、函渠等のモ
デル作成においては、自動設計では対応できないため手間がかかる。

H24のＣＩＭ試行業務での効果検証と課題

CIM（Construction Information Modeling）

の試行について

中部地整のＣＩＭの今後の取り組み方針

・国土交通省方針である調査・設計・
施工・維持管理において３次元モデ
ル（属性情報を含む）での次の段階
に受け渡す情報が活用できるかの
試行検証を順次進めている。

・今後、中部地整においては、次の段
階で必要な情報の伝達を想定し、有
用性を確認しながら３次元モデルで
の試行を予定。

・今後とも、ＣＩＭ等の情報提供を行う予定
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